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日広間
内はロジ
キ
1ド
塀
件で
し
て、
一
昨
日mmM闘
した
ば
か
り
で
開
始し、
弘は
今
凶、
この僻
兜
所

泌
降、
中
闘で
は
周
恩
来
死
後
「走
ある。

の
殿
初の

外閑人招待
客と
して
必

資
派」
批判
が
激
化
する

さなか、

今
凶、
私
を招いて
く
れ
た
ソ
述

身飽か
れ
たの
で
あっ
た。

ζ
と
も
あろ
う
に
ウォ
ー
ターゲl
税
与
アカ
デ
ミーの

社会税
学
学
術
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ト
事件のニ
ク
ソ
ン
前
米大
統領が
情

報担阿鈎所
は、
一
九
七
O
年に
創

弘が沼
かれ
たの
は、
一
つ
に
は

破
格の
同
家的
歓
迎を
受げる
な
立
され、
一
昨昨年、
モ
ス
クワ
大
学
いま
や
ソ
速に
とっ
て、
現代中
国

ど、
二
月の
新
聞は
さ
ぞかし
説
み
は
近い
匁
外の一
角に
超

近代的
な
噌が

他会符今の
路分野
に
おいて

で
があっ
たと
と
と
思
う。
皐か
不
ピ
ル
書
紋して
裳し

た新U
い
も般車
蔀
門に
なっ
てい
る
か
ら

撃か
私はζの
問、
日
本
の
新聞を

M箆織闘である
が、

芸科
学
の
で
あろ
う。
つ
ま
り、

母年、
鹿史

田町まな
かっ
たの
で、
い
さ
さかピ
学
術情
報セン
ターと
し
て
は
お
そ
学、
経
済学、
政
治
学、
国照関
係

ン
トがほ
げてい
る
か
も
し
れな
い
ら
く依
界一
の

剖刷機を
符る
もの
で
鎗、
社会
宇
な
どの
各学
問
分野
に

が、
考
会
斉八
日
か
ら

十九日ま
あ
り、
ソ

正常おけ
る
社
内
総
畿
各
おいて
中

開討境
が
おこ
なわ
れ
て

で、
ソ連
税学
アカ
デ
ミ
ー
の沼
待
方
脳の
総
合
資斜t
ン
タ
1・
総
合
いるとい
う
よ
りは、
現代中
同学

で
モス
クワに
滞
在し、
紛途、
テ
凶
符
鉛
をも
兼ねて
いる。
ζ
のユ
が
これ
らの
設
問分野を貫く
学
際

ヘ
ラン、
ニュ
ーデ
リー、
パ
ンコ
ニ
l
ク
な町前
回目彼
関は、
建
物
も
先
的
な共
滋
頂と
し
て
クロ
ーズ
アッ

ク、
殺
港、
ソ
ウル
を
飛
び
石訪
問
倒
した
昨年から
全面
的
な
活
動
を
ブされ
つ
つ
あるの
で
ある。
そ
れ
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は、
深刻
な中
ソ
対
立に
砥
函して

い
る
ソ速にとっ
ての
閣
家
的な
裏

mで
あるζと
は
疑い
ないけれ
ど

も、
一
β、
、水い
脱出又と
伝統そ符

ずる
ソヴa
ト
液
晶陣学
が、
現在
中

国型
%にか
ん
する
嫌多の
路
語

滋ののち
に、
い
ま
ま
さ
に
現代中

所、
現
代の
問題管中
心
と
する
極

東
研
四判所
と時叫んで、

中国研
宛の

も
う一
つ
の
セン
ターに
なっ
て
お

り、
むし
九段
状

分続的
な由・
J研

宛の
中
心
になす
て
いる
と
いっ
て

も
よい。
と
と
ろで、
今刷、
改
めて
感
じ

めて
く
れ
た
女
性研
宛
訟は
即
山田
に

秘の
箸
eの
と
と
を
諸り
は
じ
めた

し、
』匂
に
紹介
し

た科学
アカデ
ミ

ーの一一一
つ
の
研
兜所の
開
。摂
に
は

ぷの
関
”
が

何冊も

そろっ
て
い

た・
また
私の
ぬ
文の
ダイジェ
ス

トがロ
シ
ア
語
訳されて
ファ
イル

必
談
合な
ど
に
追わ
れ
て二
週
間を

す
ご
したの
で
ある。
も
と
より、

い
かに
ソ巡の
必脅
か
私の
研
宛に

凶
心そitmし
て
いた
と
し
て
も、
い

コ
も
同

じ窓UHで
あろ
う
はず
は
な

い。
第
て

線学
ア
カ
デ
ミーの
研

究老のなかにも、
依
然
と
して
ス

関学と
して
閉
店山
し
は
じ
めたの
だ
た
こ
と
は、
ソ
必の
僻品川
省
が
臼
本

と
もい
える
の
で
ある。

の
中
間国
研
究
や
中間凶情
報
を
き
わ
め

だか
ら、
ζの
さつな
状討
に対
て
ス
徴
レて
い
ること
で
あっ
た。

応
して、
わ
が
同
で
は
必
え
られ
な

却町一読も
める

詰必
量
点の
山崎

い
さつなシ
ス
テマ
チッ
クな餅
四m
m
g」
な
ど
は、
しば
し
ぼ
ぷの
省

機
関がまた
た
く
ま
に
誕生
したの
議
や
会
λに
ふれ
てい
る
の
で
大
体

で
ある。
そし
て
右の
学
術情
報研
惣
像
レて
は
いた
が、
訟のモ
ス
ク

甥所
は、
伝
統
あ
る
沢

登扇町附兜
ワ
滞
任中、
ェ
スコ
1ト
役
を
つ
と
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 ［、

通

され
て
い
たの
にも
緒
か占
れ
人。
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この
レ会J
な

14情て
ある
つ
え

応、
た
またま
中

国間引
かホシ
ト

むアl
マ
に
なっ
て
いたから、
モ

ス
クワ
滞
在
中の
ス
ケジュ
ール
は

きわ
めて
タ
イ
ト
な（つ
よっ
た）

もの
で
あ
り、

諸減、
im
見
交換、

ヲ
レ
オタイプ
（
積
り
宰
の－a

a
を
ふりま
わ
す者、
すべ
てに
ソ

Aか
正

・ぞ中
国
が
紙
い
といわ
ん

ば
かりの
者もか
な
り
多い．
その

ようなと設には、

大検品γ

を回訓

し
た
が、
し
か
し、
ソ遣
の
学首の

込かに
はき
わ
めて
真由
E
（
し）
な

民
度で
リアル
に
間
泌
を
苛
え
よう

と
す
る
人び
と
がか
なり
増
えて
き

て
い
る
と
と
も
事λで
ある。

そ
の
よう
な
人ひ
と
は一
織
に
か

つ
て
の
占

『』よさ時
代H

五0年代

の
中
ソ
ム

好時代主損
し
て
い
る

の
で
あ
る
が、
だ
からといっ
て
再

ひ
その
ような
時代がく
る
と
者え

中

嶋

嶺

雄

て
い
る
者は一
人もな
い。
今
日
の血

中
ソ
対
立
は、
す『
疋
現
代
史の
内

部に
ピ
ル
ト・
イン
（作
り
つ
げ）

3
れ
た

広史的
過
mHで
あ
り、
あ
る

習
が
覚
めた
戸高・ソ
かかっ
ての

よ
う
な一
役
おの
閲結
に
閉店っ
て
い－

九
な
とζ
い
うこ
と
は
も
は
やあ
り

得な
い
ζ
と
を
燦
な々
問
鶴か
ら
改

めて
縫
認せ
ざる
を得
なかっ
た。

ζの
占酬は、

毛沢東以後の
中
聞
に

か
んし
て
も
様
本
的に
は
変わ
り
な

い
と
い
うの
が、
ソ
迎の
学
者
の大

方ω
見
方
で
あっ
た。
ソ巡の
学者

は、
ソ
連
の
先、
政
府当
局
ほ
ど
に

は、

ち沢
東
以
後の
中日との
和
解

の可
能
性を
期
待して
い
ない
よ
う

に
思
わ
れ
た
が、
しかし、
それ
は

a

む
し
ろ中
関の
出
均次おだ
と
い
う

一

点で
はほ
ぼ一
致していた。

二

こ
の
点で
きわ
めて
刺
激
的で
あ

r
一

っ
た
の
は、
ソ
速
さっ
ての
中
ソ
関

一

保の
wv
門
家で
あ
りな
がら、
現
住

『
ソ
泌
外官官
省の
中
関抱当
責
任者
と

して
グロ
ム
イコ
外相の
すぐ
下
に

働
くカ
lピ
ツァ
極東
第一
説
長
と

の＝一
時
間
にわ
た
る
討論だっ
た。

カ
リ
lニ
ン
通
りのレ
スト
ラ
ン・

ブ
ラハ
で
の一
催、
M
績が
は
ず
ん

だ
とと
ろで
ふ
が、
「中ソ
友
好間同

盟
条
約は一
九八
0年四
月
で＝一
0

4ω
必織
に
なる。
だ
が
条
項
に
よ

る
と一
年ま
えの
七
九年四
月に
ど

ちら
か
が
淑
思
表
示
し
ないか
ぎ

り、
自
動
路
長
に
なる。
ζの
条
約

を
ど
う
する
つ
も
り
か」
と
問いた

だ
したのに
対し、
彼は
「内
容の

改
定は
あ
り
得
る」
と
答えて、
ζ

の
条
約を廃
楽
する
と
は決
して
い

わ
なかっ
た。
「
内
容の
改定
があ

り得る」
の
な
ら、
「ζ
ζ一一、一一一

年
の
う
ち

に中日と
こ
の
条
約に
つ

い
ての
交
渉を
も
つ
つ
も
りか’？
と

の
問い
に
は、
か
つ
て一
九
六九
年

秋の腿
史的
なコ
ス
イ
ギン
H
周
恩

来の

北ぷ怨浴会
訴にも同
席し
た

彼は、
「
それ
は
相
手

次第だ」
と

筏えて
笑っ
て
いた＠
この
よう
な

率
ほな
対
話
が
で
き
たのも、
ヵ
l

ピ
ツァ
樋東
第一日副
長
が『
中ソ
関

係史』
ほ
かの

著作を
もっモス
ク

ワ
六時宇
数
援で
も
あ
ると
い
う、
学

哲
凶士
の
気の
おけ
ら
さか
ら
で
あ

っ
た
にち
がい
ない。

（
東
京

外お大助教
鐙）
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